中検4級、3級への挑戦 発音問題をクリアしよう by 塩山 正純












































時間、学部によっては 2 年生でも週 1、2 時間
の授業があります。中検は「日本人が外国語と
して中国語を学んだ到達度」を測る試験で、中




する 4 級は 1 年生の勉強を終えたか、その一歩













































1500 ～ 1600 になります。
　『キクタン』のキャッチコピー、「中国語学習
者がなかなか覚えられないピンインも、『間違
えやすい部分を付属の赤チェックシートで隠す
→ CD を聞きながら確認する』ことで、しっか
りマスター」はかなり実用的な勉強法で、私の
学生時代の勉強法もこれに近いものです。『キ
クタン』は私の先生や同学が書いているので当
然と言えば当然ですね。私も発音攻略のアドバ
イスを求められると「テキストの CD を聴きな
がら、自分の口で実際に発音して、同時に手も
動かして紙に漢字で単語を書く、その次はピン
インで」と言う単純作業の繰り返しを提案しま
す。遠回りのようですが、これまでの教え子を
見ていると、これに勝る近道は無いようです。
方法はこんな感じです。
　4 級の場合　授業のテキスト・付属 CD、あ
るいは中検の問題集を一冊
① CD 音声を聴いて、発音しながら、紙やノー
トに漢字を書き取る
② CD 音声を聴いて、発音しながら、書き取っ
た漢字の右隣にピンインを書き取る
③（①②を繰り返しながら）正しく書けたもの
を消していく。
④（①②③を繰り返して）全部できるまでやる。
　必須単語を完全に準備したければ光生館の問
題集もオススメです。かなり心配性なひとでも
安心の4級1600語、3級2500語が揃っています。
おトクと言えばおトクですね。
　試験合格にはテクニックも必要ですから、受
験前に必ず一回は過去問や問題集を解いて慣れ
ておきましょう。単語帳や問題集には各級で覚
えておくべき単語一覧が付いていますから、単
語を機械的に覚えていくにも便利です。なお、
自腹で一冊分投資すれば、投資回収の意欲も
違ってきます。それから、愛大には便利な中国
語 e-learning もあります。パソコンとネットが
繋がる環境があればいつでもどこでも中国語検
定の対策ができます。こんな説教くさい文章を
ここまで読んだあなたですから、中検合格の本
気度はかなり高いはず。善は急げ、今すぐ対策
をはじめてみましょう。
